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一
七
月
六
回
、
市
民
セ
ン
タ

4
1

ホ
ー
ル
に
挙
行
し
た
市

制
剛
山
一
一
十
周
年
記
念
式
典
の

席
上
~
戸
川
市
長
は
、
自

ら
選
ん
だ
善
行
市
民
八
氏

を
表
彰
、
そ
の
人
格
と
功

績
を
た
た
え
、
心
か
ら
の

感
謝
と
拍
手
を
矧
り
ま
し

た
。
市
長
は
、
各
々
の
地

域
社
会
の
宜
か
で
一
人
の

市
民
と
し
て
美
事
善
行
を

黙
々
と
し
て
積
ん
で
吉
た

こ
の
人
た
ち
の
表
彰
に
当

っ
て
「
市
の
諮
り
で
あ

り
、
徳
義
的
窓
、
よ
り
鐙

か
な
情
擦
に
包
ま
れ
た
庶

民
の
都
市
平
援
を
呉
く
よ

の
心
の
と
も
し
び
と
も
仰

ぎ
、
還
し
るA
と
も
し
た

い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

七
月
六
日
、
市
縦
施
行
三
十
周
時
記
念
式
典
に
併
臨

せ
て
、
待
望
の
市
民
セ
ン
タ
ー
落
成
押
川
賞
式
を
、
一
山

中
村
均
三
郎
丈
の
「
七
福
神
」
に
よ
る
と
ゆ
ら
務
し
舗

を
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
は
な
ば
な
し
く
閑
語
し
た
の
醐

で
す
が
、
と
の
式
典
に
探
し
て
、
市
長
は
次
ぎ
の
式
轍

辞
を
の
べ
ま
し
た
。

式
辞

本
店
、
こ
こ
に
市
鮒
施
存
一
一
一
十
周
年
式
典
に
併
せ
て
市
民
セ
ン
タ
ー
解
成
材
質

式
典
を
単
行
す
る
に
当
君
、
公
私
と
も
に
ど
事
端
本
折
阿
川
ど
も
か
か
わ
ら
ず
、
か

く
多
数
の
来
賞
各
位
の
翻
続
出
聞
を
得
ま
し
た
と
と
は
、
わ
た
く
し
の
先
品
目
注
つ
よ

ろ
び
こ
れ
に
す
ぐ
る
も
の
な
し
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
、
本
市
は
お
く
羽
治
二
十
一
一
一
年
河
村
間
随
行
の
さ
い
、
平
塚
宿
と
平

塚
新
潜
と
を
合
併
し
て
よ
う
や
く
統
制
大
の
平
塚
町
を
成
し
、
患
に
昭
和
四
年

m同

月
に
歪D
陣
援
の
須
烏
町
と
合
併
し
て
の
ち
〕
一
一
年
、
昭
和
七
年
四
月
に
は
じ
め
て

市
制
を
施
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
市
擦
の
古
ぎ
で
は
県
下
問
問
問
問
位

で
あ
p

ま
す
が
、
し
か
も
新
興
都
市
と
し
て
の
市
勢
の
伸
張
は
閉
ざ
ま
し
く
、
間

に
、
工
に
、
臨
時
に
、
近
代
的
な
産
業
都
市
た
る
装
ね
を
索
い
て
、
ま
さ
に
一
ニ
十
に

し
て
立
つ
副
首
年
の
意
気
を
も
っ
て
、
こ
ん
に
ち
よ
り
そ

φ
刀
強
害
時
間
}
歩
を
ふ
み

出
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
む
ま
す
。
向
時
に
こ
叫

u
b落
し
の
佳
昔
日
を
迎
え
た
市
民

セ
ン
タ
ー
と
、
さ
ら
に
五
平
七
窃
坪
の
敷
地
を
閣
開
立
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
近
く

近
代
的
な
様
式
を
時
間
る
市
庁
舎
が
、
わ
が
市
の
象
徴
と
し
て
建
設
さ
れ
る
の
で
、

十
}
方
市
民
の
愛
市
の
情
熱
と
生
箔
蛍
欲
は
、
一
一
一
十
周
年
を
迎
え
て
い
よ
い
よ
還

ま
し
く
、
洋
々
た
る
前
惑
を
謹
ん
で
、
新
都
市
盟
問
設
十
ヶ
年
計
留
の
達
成
に
抑
進

を
つ
づ
け
ん
と
す
る
の
で
あ
む
ま
す
。

た
ま
た
ま
こ
の
と
き
、
京
市
の
W
F栄
と
平
和
を
毅
磁
す
る
第
十
二
郎
七
夕
ま
つ

り
の
間
開
油
田
閣
制
で
も
あ
り
、
全
市
民
に
と
っ
て
昭
和
三
十
七
年
七
月
六
日
は
、
ま
さ

に
三
十
年
の
生
器
開
最
長
の
白
と
怒
る
で
あ
む
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
市
民
を
代
表
し
て
こ
の
よ
ろ
こ
び
を
表
明
し
、
留
を
は
ひ
め
黒
並
び
に

各
都
市
の
、
事
市
に
寄
せ
ら
れ
た
と
支
援
と
ど
厚
訟
の
、
東
長
く
し
て
い
よ
い
よ

厚
かb
ん
こ
と
そ
念
寂
し
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

一
戸

わ

あた

し

の

し五

さ

式
辞
を
の
ベ
る
市
長

τ) 

を信長日記
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力日藤閣議長

六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
会
期
七
日
簡
を
も
っ
て
一
議
事
墜

に
開
催
し
た
こ
と
し
第
二
回
毘
の
市
議
会
定
例
会
は
、
市
税
条
例
の
一

部
敬
蕊
・
火
災
予
紡
条
例
の
新
設
・
新
火
葬
場
建
設
工
事
と
面
目
的
合
体

湾
館
整
儀
第
二
期
工
事
の
請
け
負
い
契
約
・
一
般
会
計
に
八
千
四
百
万

円
を
績
額
ナ
る
こ
と
し
第
一
一
回
目
の
追
加
費
応
予
算
な
ど
一
一
十
一
議
案

を
審
議
、
い
ず
れ
も
鼠
察
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
軍
部
議
長

の
改
選
を
行
な
い
、
新
議
長
に
出
家
安
治
市
競
争
)
、
閣
議
長
に
加
藤
武

市
議
事
}
選
出
し
た
ほ
か
、
核
実
験
禁
止
と
物
価
値
上
げ
反
対
り
決
議
を

行
な
い
、
一
市
議
会
名
を
も
っ
て
内
部
へ
決
議
交
を
送
り
ま
し
た
。

ゼ
ン
タ
i
の
箆
衣

し
よ
う
料
き
ま
る

ゆ『可



強
化
さ
れ
る
住

と
と
し
は
、
住
民
登
緑
制
度
が
で
嘗
て
か
ら
十
間
周
年
、
制
度
そ
の
も
の

も
広
く
醤
及
し
、
市
政
の
慈
躍
的
な
資
料
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
主

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。
最
近
で
は
、
住
民
票
の
勝
抄
本
が
、
一
一
戸
籍

騰
抄
本
の
代
用
に
使
わ
れ
る
傾
向
き
先
生
れ
、
住
所
を
公
認
し
、
同
時

に
、
市
政
の
能
率
的
な
運
営
ぞ
行
な
っ
て
い
く
た
む
に
大
切
な
制
度
と

な
り
ま
し
た
。
法
務
省
で
は
、
十
周
年
に
あ
た
り
、
金
問
則
的
に
住
民
登

録
の
励
行
を
す
す
め
巧
方
針
を
と
り
、
法
樟
で
定
め
る
続
出
制
(
十
四
日

以
内
〉
内
に
登
録
手
続
吉
を
と
ら
怠
い
者
は
す
べ
て
態
勢
裁
判
所
に
通

知
す
る
、
と
い
う
取
り
扱
い
を
強
化
す
る
よ
う
指
示
し
て
吉
ま
し
た
。

正予報布教育委録会

こと

〈毎月 2 図〉
叩"，，，，，，，“""!""，，，肺，，.，，山川ι".・陶山p

。だれにも替え
ないあなたの悩

み、心配どとを
そっと訴えてい

ただく。

と幸@毎月第 l

望書 3 月曜 9 待~15~寺

ところ e …福祉事務所応援窪

綴談箆@・… 婦人民生委員ほか
椋談内容・身のうえ・健康・家庭
@住属。電車業 e 絵婚 e 生活・教脊

その他務神的経渡的問題なんでも

ご愛蔵の斡・色紙などを

ご出品ください。

静夏と秋にちなむ絵と誉

. 8 月 1 日 ~2 日

務会場・平塚信用金庫

惨出品・ 7 月 20 日までに

社会教育さ課へお申し付

けください(電。 1920)

マ
7

月
間
品
目
白
境
費
公
民
館
、
タ
一
掲
ヶ
丘
母
子
寮
、

業
協
向
組
合
、
寓
入
消
紡
五
分
回
庁
舎
、
松
車
公
民
館
。

7
7
月
幻
自
巳
諏
訪
町
会
録
、
農
原
公
民
館
榔
釘
消

訪
一
分
活
庁
舎
、
平
壕
建
設
協
合
(
済
生
金
構
院
東
側
)

V
7
月
由
民
花
水
全
館
・
花
水
公
民
館
海

岸
地
区
町
会
会
館
、
八
重
暁
町
消
訪
第
二

一
世
間
庁
舎
、
以
上
時
間
は
い
す
れ

前
九
時
か
句
作
す
後
四
時

字
。
て



建
設
省
は
市
の
申
請
に
も
と
づ
き
平
塚
市
抑
制
市
計
部
活
途
地
域

の
一
部
変
更
を
認
め
、
住
居
地
域

e
商
業
地
域
臥
拡
大
を
ふ
く

む
務
用
途
地
域
を
別
図
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た

と
く
斜
学
者
ハ
一
ニ
お
除
他
・
ポ
プ

ラ
社
六O
O
m円U
マ
お
を
か
く
一
子

ら
了
、
二
卑
生
ハ
局
窓
作
交
の
会

的
制
・
小
峰
富
市
岡
山
一
一
一
一
一

O
月
U
マ
少

年
少
京
日
本
文
学
金
銭
刊
は
ハ
竹
山

道
雄
、
入
品
町
許
す
託
、
吉
田
申
乎
太

郎
集
・
諮
静
社
一
」
一
八

O
同
U
V
な

の
花
と
小
娘
ハ
感
覚
、
説
者
小
路

寄
白
、
窓
生
集
'

儲
成
社
一
一
一
五
O

同
〉
マ
ひ
ろ
す
け

幼
年
輩
諮
全
集
9

ハ
浜
田
広
介
・
甜
構

築
社
一
一
一
九

O
円
〉

と
と
と

雄
e
一
一
平
器
廃
一
一
一
八

O
m門
〉
マ
銀

河
鋲
道
の
及
ハ
宮
沢
賢
治
・
一
一
一
十

費
出
昨
日
一
一
八

O
内
〉
マ
審
を
つ
げ
る

烏
〈
宇
野
治
一7
1
一
+
書
房
一
一
一

A

O
向
)
マ
世
間
肝
臓
輩
露
出
金
銭

3

〈
蜜

持
栄
他
・
講
談
社
山
ニ
ニ

O
円
)
マ

幼
女
ブ
ッ
ク
こ
と
り
出
ハ
波
多
野

動
子
抽
出
陣
日
出
際
情
報
社
ご

t
o
m門

マ
た
ん
ぽ
ぽ
ざ
ん
ハ
飯
島
敏
子
抽
出

.
昭
和
的
取
五O
円
〉

ﾗ

ﾗ

ﾗ
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ﾗ
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の

市
綾
議
委
震
会
は
、
都
市
創
出
匿
の
土
地
利
絹
針
磁
ぜ
い
わ
ゆ
る
熊
指
定
地
域
と
な
っ
た
農
叢
地
域
内
に
、
最
近
、
農
地
町
一

訟
の
立
場
か
ら
許
可
で
吉
ぬ
農
地
の
転
用
売
開
闘
が
散
見
さ
れ
る
と
し
て
、
強
い
密
告
を
出
し
て
い
ま
す
。
買
収
す
る
立
公

畿
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
農
家
自
体
の
自
欝
が
強
く
の
ぞ
ま
れ
ま
ナ
。
一
一

日
蔀
で
救
護

あたらしい湾代にふさわしい厳粛な挙式と僚

棄な彼箆袋v そしてデラツグスな環競ーあな

たのあたらしい入生の湾出に、市民センター

での結婚式をおナすめします。

平草草市民センターは、結矯貸衣しよう、結婚

式、披恕安志どすべて題営で行なうあたらし

いかたちの結婚式を閉重量してお待ちしていま

ナ。準式方法は、各人独自のお考えですナめ

られでもけっこうですし、挙式のみ、あるい

は挙式と披露笈にど利用いただいてもよいこ

とにしてあ巳ますが、披露援会のみのご利用

はかたくおととわむいたしております。事務

的にはしらないよう十分な配慮をもって、明

るく窓、い出に残る結婚式そしていただくこと

にしております。

市内在住、在勤者か、結婚後市内に伎む人な

らどなたでもど利用いただけます。お申し込

みは挙式の10臼まえまで、挙式時閣は午前

108寺30分、正午、午後 2 時、与後 3 時00分を

お選ひといただき 2 時間80分ですパて終了する

しくみです。 i主衣しようも和洋取りそろえて

おりますし、挙式設とのご相談も受けたまわ

ります。

お申し込みご松E査は

センタ -̂
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六
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
の
鶴
六

習
に
わ
た
り
克
附
台
鼠
道
場
に
講

師
の
増
田
先
生
を
紹
曹
誘
議
会
が

間
開
か
れ
ま
し
た
。

実
技
で
は
、
止
血
法
、
古
一
角
布
の

健
婦
法
そ
し
て
人
工
呼
吸
の
や
り

方
、
底
部
に
運
ぶ
ま
で
の
応
急
処

箇
注
ど
、
色
々
と
私
達
に
と
っ
て

〈第 3 畿郵便籍軍事可〉
一
商
品
の
魅
力

i

よ
ご
れ
を
知
巳
な
い
平

一
銭
の
務
、
こ
と
し
も
袖
ケ
浜
市
営
プ

〉
一
1

ル
を
七
月
三
日
か
ら
開
場
し
ま
し

我
山
間
一
た

e

開
場
面
制
問
は
八
月
一
一
一
十
一
日
ま

一
で
の
一
一
カ
月
棟
、
入
場
制
は
大
人
一
一

つ
一
十
肉
、
子
供
十
円
で
す
。
担
当
の
市

一
一
民
諜
で
は
、
多
数
の
ご
来
壌
に
備
え

ら
つ
完
全
車
事
行
な
っ
て
い
ま
す

一
が
、
た
だ
ひ
と
つ
、
怠
転
車
寝
泊
閣
が

九
一
せ
ま
い
の
で
自
転
車
で
の
ど
車
場
は

f

言
支
く
と
え
ん
り
よ
額
う
よ
う
の

一
ぞ
ん
で
い
ま
す
@

一
と
の
プ
ー
ル
老
健
つ
て
の
学
校
水
泳

一
も
七
月
間
臼
か
ら
は
じ
ま
り
、
カ
ツ

一
バ
夫
同
国
一
を
露
出
し
て
い
ま
ず
。
ま
た

一
こ
と
し
は
、
大
野
中
学
校
の
プ
ー
ル

で
か
完
成
、
金
南
中
学
校
ア
ー
ル
と
と

一
も
に
、
海
に
遠
い
学
校
の
生
徒
た
ち

一
が
水
し
ぶ
古
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
海

一
を
鳴
水
し
ぶ
曹
を
あ
な
た
の
も
の
に

i

水
の
事
故
に
十
分
曹
を
つ
け
て
た

の
し
い
震
を
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。

綴
の
出
勧
告
ま
つ
:
清
掃
議

の
ご
み
収
集
車

聾草地さん

30臼・ (吉甘〉神田紗楽寺前

(後〉田村公民書官官官

318' (前)横内公民館
(後)犬神公民館前

( 8 月〕

8 日・ (前〉公所青年会館

〈後〉根坂間宝珠院前

98' ゆil) 出縄集会所

(後〉方自寺山集会所

10日・(前)下山下集会場

(後)向内大官官隊ざん方

す学校ゃ、つとめ先でうけた人はの

ぞきます。

救
急
法
講
習
会
に
参
加
し
て

だ
そ
う
で
す
。

今
後
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
一
部
の
人

だ
け
で
な
く
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
が
参
加
す
ペ
舎
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
う
ど
ざ
い
ま
し
た
。

熱
心
な
先
生
の
ど
指
導
に
は
擦
の

さ
が
る
思
い
で
し
た
。
た
だ
残
念

に
思
い
ま
す
の
は
参
加
者
の
少
な

か
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
ナ
。
こ

れ
か
ら
海
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
い
り

ま
す
が
、
習
得
し
ま
し
た
中
か
ら

ど
参
考
ま
で
に
申
し
上
廿
て
見
た

い
と
思
い
ま
すe

海
に
は
い
る
前
に
、

撲
を
や
り
ま
す
が
、
手
忌
の
運
動

よ
P

も
指
の
先
や
足
の
「
す
じ
」

を
良
く
も
む
こ
と
、
汗
の
出
る
程

や
っ
て
し
ま
う
と
疲
労
し
て
し
ま

う
そ
う
で
す
。
溺
れ
た
人
の
品
開
助

法
で
は
、
絶
対
に
前
か
ら
は
行
か

な
い
こ
と
、
溺
れ
る
者
は
ワ
一
プ
を

も
つ
か
む
と
替
っ
て
助
け
に
来
た

人
に
し
が
み
つ
昔
、
共
に
溺
れ
て

し
ま
う
結
果
に
怠
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
必
ら
ず
後
か
ら
行
く
こ
と

?こ

根絶できないごみの山

清掃課協力をもとめる

ペコ

※日本脳炎の予[1j波書せについては、

援穣自の当日、広報車か有線の晶る

ところは農協の有線放迭を滋じ

ねてお知bせします。

〈後〉衛生課錦、矢幡公民館

17臼・ (吉宮)入山瀬長谷川文雄氏方

〔後〉大煩の赤坂

18臼. (前)八申書公民館

〔後〉鶴議工業所前

19臼・〈前〉四之宮公民館

〈後〕大聖子小学校

20日. (前〉中原公民館

(後〕東中原公民館

238' (前)南原公民館
(後〉潟原公民館

24臼. (吉宮)態研内

〈後〉中原新町横浜ココ入住宅

内

258 ・ 〔直言)八沢橋米所前

(後〉土援小学校

26日・ 〔吉宮)土沢出張所

(後〕吉沢小学校

19日・神田公民館大野小学校

20日ー須賀公民館松原公民館

JI 21日企花水会館見約台武道場

管時間・各会場とも午後 1 詩的分~

午後 3 時まで。

子供を対象包

日本脳炎予紡

ちかくでお受けになるようおすすb

いたします。

軍巡症íl l3程・・(前〉は午前10G寺~12

時(後)は午後 1 時-3 締まで。

衛生霊阜、では、おうちで働くお母さん ( 7 月〕

ゃ、農家の入、おi6を経営する人主主 §臼固 〔前〉量豊田小嶺 岸栄ざんガ

ど健康診断をうける機会のない人た (後〉豊田重量中消妨第15分留

ちを対象に、レントゲン紙幣}健康診 10日. (釘)量豊田公民館、 (後〉減

断を巡回中でナ。戦金は無糖、ホツ 島小学佼

ク・ボタンなどのないシャツなら着 11 臼. (高官〉城所浄心寺、 〔後〕下

たままで気軽るに受けていただけま l 島山梨椴ーさん方

す。時間はわずか 2-3 分。ぜひお 138' (前〉衛生課節、何締出張所

レントゲンで・

無料縫康診断

震を図のさきにして、衛生諜では白

本目出災の予防鐙穫を巡邸中です。そ

の第 2 回目を次の日程で行ないます

さんをぜひおつれください。

軍対象l思. 3 才以上~入学部の児童量

曹料金・ E 人 I 包20円が必要。
曹巡問日程e

7 月初日・城島公民館、露出小学佼

2 ・岡崎出張所

17図・こと墜小学校、金目小学校
q 金田公民館

18日 e 泡公 E号館吉沢小学佼

H 中際公民館

意

平ポスター等掲出用として市民センターでも移動掲示板を用

意レ亡おりま Y。星霊・柱等 lこポスター類をはらないようお盟買

いします。また看板、ポスター類を掲出されるときは係員の

指示にしたがってください。

会不時の災害に鍛えて責任者の方は、非常口の場所や誘導方

法、消火設備等を前もっておしらAになっておいてください

古定員外の入場、発火爆発物の持ち込みは聖書じております。

この点特に注意をお額い申しとげます。大ホ ノレの場合、

1600人を限度としております。入場料無糾の場合であむまし

ても、入場整礎窓口で重量主主券を発行する友と、入場人員の制

限方法について事前検討をお際いします。

北大ホ ル内での飲灘、喫燦、チューインガム等は童書ょとして

おります。ど使用者の協力がのぞまれています。呼びかけ方

法等をど研究いただけると幸いです。

会雑音防止と床仕上げの関係で大ホ Jレ内は、げた、サンダ

ルばきをと逮居壁際う方針でおります。案内状、招待状等lこ、

こうした注意事項も蹄UD 込んでいただけると幸いです。

食事務闘の殺害程の君主い綴911、物品の販売、裕行物の販売、寄

付募集、写真撮影、録音、録湿および催し物以外の箆伝は、

}切お断りをいたしております。

ョなお客さんの箆をお考えいただいて荷物預り所のど活用をお

綴いします。雨天の場合はごめんどうでも、荷物預り所で隠

がさ、雨具を必ずお預りくだざるよう担額いします。

使用上のと

市民セン主ーホー)~の市制U30箆年記念式聴

平塚が誇り得る施設として長く大切に使おう

子台渓センター芸事務局〈篭 3287)



、
一
白
印
涜
流
計
溜
実
行
委
第
二
次
訪
問
凶
代
一
し
い
司
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
と
い
う
一
舞
っ
た
。
最
初
は
み
じ
め
一
社
国
と
し
て
一
替
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

U

一
重
と
し
て
、
去
る
一
一
一
月
十
四
日
よ
り
事
示
。
私
選
は
、
議
事
の
量
一
の
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
の
イ
ン
ド
が
一
霊
む
場
合
、
や
は
り
套

一
四
十
自
の
日
程
で
イ
ン
ド
を
主
に
、
ピ
一
は
最
少
限
度
に
止
め
、
い
き
友
り
瞬
間
村
一
次
第
に
偉
大
な
留
と
し
て
兇
え
る
様
に
一
れ
ら
れ
な
い
。
沢
山
の
民
族
、

報
一
ル
て
タ
ィ
、
香
港
署
訪
問
し
た

e

一
へ
重
ん
だ
り
、
ヱ
議
事
授
を
訪
ね
一
昔
、
そ
の
み
じ
め
ざ
と
偉
大
ぎ
が
ニ
白
い
義
者
系
統
、

一
単
な
る
外
遊
間
出
平
、
税
義
使
節
裂
で
本
‘
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
回
数
を
震
ね
る
う
一
緒
に
怠
っ
て
、
い
よ
い
よ
イ
ン
ド
を
去
一
言
葉
、
そ
の
上
、

「
λ

一
・1

い
わ
ば
両
国
儲
外
奈
の
立
場
で
、
出
田
町

i
A

一
年
と
い
う
抵
代
の
共
通
し
た
広
場
で
脅

一
年
の
持
つ
悩
み
や
、
藤
い
を
諮
し
合
い
{

一
積
極
的
な
取
組
み
を
通
じ
て
、
相
互
間

一
憎
の
違
い
を
越
え
、
そ
の
問
題
解
決
の

ご
嘩
を
見
付
け
出
す
事
が
と
の
交
流
の
義
一

一
本
的
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
然
か
も
尚

1

一
一
時
外
よ
り
自
国
の
姿
を
見
思
す
と
い
う

民
一
一
砲
岳
て
大
切
本
機
会
に
接
レ
た
事
は
大

路
一
骨
由
主
収
か
く
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

2
1
由
ら
な
い
。

7
一
イ
ン
ド
の
旅
を
終
え
て
か
ら
、
ナ
で

年
一
に
一
一
ヶ
月
以
上
に
な
る
。
と
の
旅
行
の

幻
一
印
象
が
あ
ま
む
に
も
強
烈
で
あ
っ
た
だ

4目
立
U
に
今
だ
に
イ
ン
ド
熱
に
う
か
さ
れ
、

ヨ
一
イ
ン
ド
に
酔
っ
て
い
る
雪
気
が
す
る

i

一
何
紋
窓
ら
ば
、
私
達
日
本
人
と
し
て
の

一
常
識
が
プ
ゲ
月
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
位

一
一
簡
で
、
片
ば
し
か
ら
打
砕
か
れ
た
か
ら

一
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
臼
本
と
は
黒
田

竹
一
の
社
宅
管
、
私
選
は
こ
れ
ま
で
臨

f
\

由
験b
た
こ
と
の
な
い
異
質
の
社
会
に
仲

話
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
わ
け
だ
。

あ
ら
中
る
事
が
両
国
新
ら
し
く
、

第 12喜号

ま
い
て
も

め

人家

駒置、拒軒、高合な

どの天井、制壁

一一一一一­
建物の内部(空

i DDVPi白剤
問、

ノ じ 伎司;珪ひその府内 l 

(;まえ成虫〕 高合、注旬、ごみ箱

え

蚊

{ま

貞

う

特別審議・印度の旅の図恕

箆 "p交流量1'iI=日視察E霊長 場目1)



に
ニ
治
一
一
一
日

i

第
二
回
教
育
キ
ヤ
ン
ピ
ン
ゲ

注
意
さ
ん
ま
ん

T 撃君主雪雪襲警護警富義き言品て渇1 撃
安芸室電 E 望主事 2 雪さ警量産量き :t\; 重
王宮室長字会薮 t6~ 九議 o. .¥t \いおr;怠占うだ
と多いいたい/雷 λご大でそて患のだのチ奨
いらた巴授 l ま P 声はのい由での闘は凝

あのしず、業トわ っ人第例

を手士長警霊安芸 緩鱗鱗Lh- 52 宮古教研市
警五雲 T5 等主交 麟を平協議主主夫 襲警警

でない。農民たちは一心に祈っ

た。神の加護だけが唯一aの頼み

NO..75 であった。やがて農民たちの熱
烈な信仰が耕地を救ぃ、段丘の

墜を残して水難が去った。

かくて、農箆の感芳?と今後の

守護祈願とがこ串られてこの処

欝 模 警 に西臨して稽荷役間己られ「か
けまの陪袴j r昼間の稲荷J ?il. 

平塚市やわた「八畷入口」とはrI[[よけ椛荷J と震予ばれ今に
よぷパスの停留所を東にはいつ償仰をあつめている。

て行くとそこが相模1[[の段丘で 交様 3 年 cl関心の八幡村水

あることに気がつく。道の荷と綬(土地台綬)に「稲荷下J の

;東がtおられたように舷くなって l 地名が載っていて現在もなおこ

l いて欝々相演1[[がこの低い地域 l の稲荷抵の下段地にその地名が

を南にi諾って流れていたことを i 残っている。してみると上述し

まざまざと見かつ知ることがでた潟袴栓の創認は今から 370 年

;きるのであるe 以前のことであったと断定し得
普は水防施設が皆無に等しく るe 傍誌にしろ愈j紀年代を知 D

相撲1[[のような大きなJl iはその うる確実君主交響資料を持ってい

水勢の赴くところ右に友に勝手る稲荷社は平塚市内に今までの

君主流路をつくって入閣の力など ところこの位以外に見当らな

;は全く無視していた。 ぃ。

ある年の大出水に段丘地帯が l 昭和初期績は神域に大松が数

もむもり損されていった。そこ株あって神々しさを保っていた

は多年つちかった肥沃の耕地で l が当今はすっかむ?売れはててし

ある。水に流されてしまえばーまった。

夜にして砂様のI[[~裂と化してし 間近の方々によってこの貴重量

まわねばならぬ。だが磁力君主人な信仰遺跡が永く保存される途

!習のカではどうすることもできが講ぜられるよう希望したい。

六
年
の

男
の
子

ナ号入朝日い;;s:さいか 弓溺哲弘鐙翻傷者 か i手足 P た
雪れさな人うなに 鱒. 隠際011 ;お i 主主霊長すて
餐てせきの主主ざし 喝肝岡弘樹喝事 i 答 i いをるた
つ行三い持のい-ç .-;ぇ f 指おらり

友 。ちで?雪室 z …ι 毒事かし
もるだ学時、社内とならいびはのて繍宵け U 勘

主主事意義雲事長毒宅室主土語手足重量主主警
た注意らかし言語つ斜 ζ も吉揺いかの管。いす飛

E 喜善立主玄皇ァ長警告よ雪空 45 菜 季ぷ自
宅謹号室主許 22 警長吉李主喜望 R を d さ芝

i 人口総数 日間3

1 世市総数 25 ,950 

1m 域 ~Iij 積 67.88在m2

|人口需控 1.705 

i 前月比世俗増 l出

入口ー社会潜担 3 告錦増 l田

本庁 72 ，499 (世相 17 ， 383)

l 天野 20 ， 495 (":: 4 ， 3開〉

)神間 4 ， 566 (I! 929) 

l 掠烏1，914 (" 338) 

l 岡崎 1 ， 555 (!! 275) 

金回 2.142 (" 4出〉

;旭川2 (11 861) 

土沢 3 ， 792 (I! 617) 

l 金ロム418 (!f 794) 

6 月 1 D現在

かけまの稲高社

品規格・第 1 昔日は 72.8，m>く 5L5crむ

その他(;;t l03crnX72.8cm の用紙使用

品応募・吉見18日までに市役所企画

審議室日統計係内、作品裏面へ所定の

名様をつけること、入重量発妻賢岳月末

晶くわしくは、前記統計係〈雲監1261)

へお問い合せください。

優秀作[;h 金問コンクールへ出品さ

れます。

民統計協会で第11殴県下統計図表コ

ンクーんの作品を募集中日

品第 1 商3 ・学習の結果長島bわすも

の(小学生)、品第 2部ー平塚市ま

たは学校生活の実状を示すもの〔中

学生)、車第 3 昔話 e 奥または平塚市

の実状老若示すもの〔高校生〉、品第

4 琵1 ・民本社合経済の特徴を示すも

の(一般)

議

噂3
切嗣，.'・

、-


